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１．はじめに　

　看図アプローチの有効性を示したい。まだ暑さ

の残る 8 月の長崎からプロジェクトがバックグ

ラウンドで動き出した。その第一歩として看図ア

プローチの有効性検証の前提となる学習効果測定

について論じたい。本稿の前半部では，「学習効

果を測定することの意義，現状，そして今後の課

題」について概観する。後半部では，筆者の研究

背景と当研究会に関わるきっかけについて紹介し

たい。というのも今回この評論の執筆に至ったの

は，研究会に所属する同僚の先生の「評論を書い

てみないか」という強いお誘いをもらったためで

あり，自身の力不足を理由に固辞しようと思った

ものの，その方の純粋な眼に押し切られるように

承諾をしてしまったためでもある。またその依頼

には「おもしろく」という注文も付いていた。そ

のため読者の皆様に有益な情報たりえるか，いさ

さか不安ではあるが，このことをエクスキューズ

として付記して書きすすめたい。

２．学習効果測定の意義
　本稿では「学習効果」を「学習・教育によって

もたらされるアウトプット全般」と捉える。一般

に学習・教育は，到達したい目標や，身につけた

い能力が想定された中でおこなわれる。その過程

で，学習効果を測定することは，学習者に対して

自身の学習活動の結果，何を得たか，何をどこま

で達成できるようになったかについての情報を提

供する。一方，教育者に対しては，自身のおこなっ

た教育が効果的であったか，どのような問題点が

あったかについて省みる機会とヒントを与えてく

れる。さらに学習・教育は学校現場のみでおこな

われるものではないため，教育手法に関する実践

とその効果についての知見は教育学分野に限ら

ず，社会全体の発展に寄与すると考えられる。学

習者にとっての成果を「学習効果」，教育者から

みた成果を「教育効果」と区別することもできる

が，特筆しない限りは両者の意味を合わせたもの

として話をすすめたい。

　教育現場において学習効果測定は以前からおこ

なわれている。具体的には，学習者の理解度や達

成度を測るためにおこなう，授業内での確認テス

ト，小テスト，定期試験，レポート等である。教

育改善のための教育者側へのフィードバックとし

て，授業に対する感想文や，主に高等教育機関で

みられる講義アンケートも学習効果測定に位置づ

けられる。

３．学習効果測定の難しさと課題
　前述のような意義の下でおこなわれている学習

効果の測定であるが，様々なレベルでの困難と課

題が存在する。そもそも，何をもって達成できた

といえるか，その成果をどういう指標で表すこと

ができるかという，学習効果の定量化に難しさが

ある。極端ではあるが，単なる漢字や計算は，書

けるか書けないか，できるかできないかという二
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値化での評価が可能である。しかし，教育現場で

は意欲，関心，態度など定量的な評価が難しい指

標もあり，そもそも教育目標自体が数値化できる

ものだけではない。これらの評価は教員の主観的

な判断に頼っている現状である。もちろんすべて

の評価が必ずしも数値化される必要性はないが，

評価の補助となる情報の提供は必要だろう。

　現在，よく用いられているテストやレポートは，

適切に設問することで有益な情報を得ることがで

きるだろう。しかしながら，学習活動，テスト・

レポートの記入，回収，採点，評価，といった複

数のステップを踏むことが必要であり，学習から

評価までの時間的な隔たりが大きいことも課題で

ある。これでは学習者の理解がすすんでいなかっ

たり，学習効果があがらなかったりする，いわゆ

る「つまずき」があった場合に，効率的な教示の

タイミングを逸す可能性がある。可能ならば，教

育者が学習の状況を察知し，即時的に追加の説明

や教え方の修正ができることが望ましい。そのた

めにはリアルタイムで学習効果を測定できる方法

が必要である。現状でも，巡視や観察によってそ

の場で学習状況を察知することもできるが，教育

者の「みる」能力に依存するため，資質や経験に

左右されてしまう。さらに教育現場では様々な背

景をもつ学習者が存在し，多様性をもつ学習者た

ちの学習状況を教育者一人の観察で察知するのは

困難である。このような課題は以前から挙げられ

ていたが，最近では客観的かつリアルタイムに学

習評価をしようとする試みがおこなわれるように

なった。この取り組みについては次のセクション

で紹介したい。

　ある教授法について学習効果があるかないかを

検証する場合には，教育倫理面でもハードルがあ

りそうだ。実験研究では，ある手法の効果を調べ

る場合に，その手法をおこなって介入する群と，

介入をおこなわない（もしくは効果がすでにわ

かっている手法で介入する）ことで比較の対象と

なる群を設定する。このように比較対象を用いる

検証は対照実験と呼ばれる。比較対象について，

介入をしないか又は効果が無いとわかっている介

入をおこなう場合 ( 陰性対照 ) にしろ，効果があ

ることがわかっていてその程度も既知である場合

( 陽性対照 ) にしろ，教育現場では学習者間やク

ラス間の不平等につながるという不満が出る懸念

もある。学習者とその保護者への充分な説明の提

供と同意の取得を基本として，不平等感の軽減の

ための代替機会を設定することなども必要かもし

れない。これについては，関連する研究者が，研

究成果の発信やアウトリーチ活動などを通して，

教育研究への理解を得る努力を続けていかなけれ

ばならない。この努力は保護者に対してだけでは

なく，教育現場の教員に対しても同様に必要であ

る。新たな教授法の検証や導入は，( その教授法

が効果的であろうと ) 教員の負担感を増大させる

ことになる。そのため，研究者と教員の考えの相

違を解消するためにも，研究する側は少しでも負

担の軽減になるよう努め，理解を得られるように

説明をする責任がある。

４．リアルタイム評価と今後の展望
　ほぼリアルタイムに学習効果を評価する手法と

して，クリッカーがある。クリッカーを用いるこ

とで，授業やセミナーといった講義形式の学習場

面において，選択肢のある問題やアンケートの回

答をリアルタイムに取得することができる。一般

に，一方的になりやすい教育者と学習者のコミュ

ニケーションを双方向化し，学習者の能動的参

加を促すことが期待される (Caldwell, 2007)。ク

リッカーをはじめとするオーディエンスレスポン

スシステムは欧米で使用されはじめ，現在は日本

でも高等教育現場，特に大学の講義で使用される

ことが多くなった。大学ごとにクリッカーを使用

した学習効果測定の試みは多く報告されるように

なっている。この手法も，教育者の説明から学習

者の回答までの間に数分～数 10 分のタイムラグ

ができるため厳密な意味でのリアルタイムではな

いが，学習効果についての有益な情報を拾い上げ

られるツールである。

　まず学習者の体動や姿勢から学習の状況を測定

しようとするテストやアンケートなどは，学習者
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の回答を前提としており，学習者が意思表示をし

なければ，何がわからなかったのか，どの点でつ

まずいているのかを見過ごしてしまう可能性があ

る。そこでヒトの身体からセンサリングする生体

信号情報（心拍や発汗，体温，体動など）を応用

して，学習評価をおこなう手法が検討されている。

　その一つに，これまで教育者の主観でおこなわ

れていた学習の観察を客観的におこなおうとする

流れがある。例えば，学習者である子ども (8-10

歳 ) の椅子に姿勢計測のためのセンサを取り付

け，その姿勢データから子どもがどれくらい関心

をもった態度をしているかという関心度レベルを

評価する手法が提案されている (Mota & Picard 

2003)。関心度レベルはニューラルネットワーク

といわれる自動計算の手法で算出されるため，具

体的にどのような姿勢であればよいのかについて

は言及できないが，リアルタイムに学習者の関心

度レベルを教育者にフィードバックできることが

利点である。同様に学習者の姿勢に着目して，講

義室内での学生の姿勢の状態とその揺らぎをビデ

オカメラで撮影し，ニューラルネットワークを使

用して聴講者の状態 ( 集中しているか集中してい

ないか ) を判別する試みもおこなわれている ( 島

田と彌冨 , 2017)。その他，外見的に現れる指標

では，学習者の顔の表情も感情を反映すると考え

られている。ふだん人は無意識に表情から他者の

感情の推定をおこなっているのかもしれないが，

人工知能技術 (AI) の発達により，現在では機械

によって自動的かつ比較的簡便にできるように

なり，推定の精度も向上してきている (Duclos  et 

al., 1989; Osman et al., 2015)。

　学習者の感情推定では，心拍・発汗・呼吸など

の自律神経系の情報を用いた手法が興味深い成果

をあげている。もともと自律神経系指標を用いた

感情推定は，音楽や写真の視聴時の計測者を対象

におこなわれ，現在は多くの種類の感情を高い精

度で推定することができるようになった (Kim & 

André, 2008; Goshvarpour et al., 2017)。この発

想から，自律神経系指標から学習者の学習状態

を汲み取ろうという研究がなされ，｢集中 ( 覚醒 )

できているか否か｣ といった集中度合や「傾聴し

ているか，思案しているか」といった思考状態を

判別できるようになってきた。さらに近年，生体

信号情報を取得する携帯可能な ( ウェアラブル )

センサが発達してきており，価格も安価となって

きているため，教育現場での応用可能性が広がっ

ていくことも追い風である。

　自律神経系指標の測定への応用が広まるのと同

時期に，脳波による測定を教育現場でも応用しよ

うという動きもある。脳は活動するときには微弱

な電気が流れている。その電気の波 ( 脳波 ) を頭

部に装着した電極で計測するという手法である。

ある認知的な活動をおこなうと，活動している部

位において脳波の周波数の変化が見られたり，部

位間の脳波の同期性が変わったりする。ターゲッ

トとなる学習活動は，注意や記憶，知覚，言語，

情動などが関連する高次な活動といえるため，学

習による変化が脳波として捉えられる。これまで

は測定機器が大型かつ高価であることや，測定者

が身体を動かすとノイズ ( 雑音 ) という脳活動以

外の電気信号が混入しやすかった，ということが

障壁になっていた。しかし，近年では脳科学分野

の発展により，機材は小型化され，価格も低下し

てきている。機能を絞った簡易版は家庭用として

市販化もされている状況である。このように脳波

計測を学習効果測定へ応用する試みは発展段階で

あり，続報を待ちたい。

　これらのほかにも様々な手法で学習効果の測定

が検討されているが，学習者の成果が正しく評価

され，つまずきが見落とされないような精度面，

多くの学習者へ普及させるためには費用面と，ま

だ多くのハードルをクリアすることが条件とな

る。しかしながら，これらのハードルをクリアす

る手法が出てきたときには，教育は新しいステー

ジに進むことになるだろうと胸が高鳴る。

5．クロースエンカウンター
　そもそもなぜ筆者のような浅学菲才な駆け出し

の，しかも身体運動・神経生理分野を主戦場とす

る研究者が学習評価に関心をもつようになったの
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か，なぜ「全国看図アプローチ研究会」の仕事に

携わらせていただくようになったのか。本項目以

降は有益な知見はないので，読者には転読を勧め

たい。

　筆者の研究における関心は，「ヒトの運動がど

のように制御されているか」についてである。特

に基本的動作であり，他の動物にはみられないヒ

トの立位姿勢の制御について研究をおこなってき

た。立つことは普段，無意識におこなっているた

め，日常生活では特に意識されないかもしれない。

しかし，姿勢の制御には中枢神経系 ( 脳や脊髄 )

が深くかかわっており，認知的な機能や精神心理

状態の影響を受けていることがわかっている。つ

まり，ちょっとした考え事や，細かい感情の変化

も多少なり姿勢に反映されている可能性があると

いうことだ。もともと筆者は研究では教育畑に出

自があるため，この知見を教育学分野に応用でき

ないかと以前から思案していた。

　そこに来て，赴任した大学で貴重な「未知との

遭遇」を果たす。学内業務の件で同僚の先生の部

屋を訪ねたところ，突然，扉の向こうがオレンジ

色に輝きだし，ジョン・ウィリアムズの音楽が…

流れるわけもなく，粛々と業務連絡を終えて部屋

を出ようとした。その瞬間に，部屋の主である先

生に呼び止められ，「先生，脳とかに詳しい ! ？」

と突然に尋ねられた。そこで自身の経歴を簡単に

説明し，自身の専門の範囲であれば…，と返答し

た。そこから 1 時間は部屋の主のメインイベント・

単独トークショーである。保育者や看護師といっ

た職業教育に有効な教授法・授業づくり法を模索

していること，「看図アプローチ」なるものが高

い効果を期待できること，しかし，その学習効果

が定量的に示せていないことを，先述のようなき

らきらとした眼で嬉しそうに語る姿が印象的で

あった。その後，こちらからも自身のこれまでの

専門分野との類似点や，自身の経験から役に立ち

そうな知見を話した。その日のやりとりの中で挙

がった，「学習者の『わかった！』をみたい」と

いう要望に対して，簡単な機材であればと製作を

請け負った。先方も「思いついたら話したい」性

分だそうだが，こちらも「できると思ったら作り

たい」性分なのである。製作した機材 ( 図 1: 山下，

2019) には課題もあったが，そこが第一歩となっ

た。

　

図 1　製作した機材『へ～ボタン』( 山下，2019)

6．学習者・教育者のお手伝いがしたい　

　私が個人的に好きな「落語」の業界では，一人

前の落語家とみなされる「真打ち」という最上位

の階級がある。真打ちに上がってからが，落語家

の本当のスタートだといわれることもあるようだ

が，真打ちは，その日の寄席で最後の演目を演じ

ることができるようになる。また，真打ちになっ

てやっと弟子が取れるようになるそうだが，これ

は反対に言えば，後進を育てられるようになって

からが一人前だということかもしれない。

　どんな仕事でも，いかなる時代でも，次世代を

育てることは現世代の者の責務であると考える。

ある工場の職人の言葉で「人を育てることが最高

のモノづくりだ」という言葉があった。「職人気

質（かたぎ）」とも言われるように，職人と呼ば

れる人々に対しては寡黙で若者に厳しいイメージ

があったが，この言葉に強く納得させられた。

　先の落語の例も同様だが，自身も実践者であり

ながら，技術や知識を伝える役割を担い，次世代

の「モノづくり」につなげていくということが教

育の本質なのではないかと，若輩者の筆者は殊更

に感銘を受けてしまった。この流れの中で，学習

者の「みること」を重視した看図アプローチは，
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教育者側から見れば「みせること」を重点に考え

なければならず，何をみせ，どのように考えさせ，

何を得させられるか，について意識しなければな

らない。さらにその効果を客観的に評価しようと

する試みはまさしく，昔から日本にあった落語家

や職人の徒弟制度の現代型進化版のように思えて

ならない。

　一般に，大学教員は研究者であり，教育者で

あるとされる ( 筆者もそうでありたいと考える )。

特に教育者・保育者養成課程における教育者は，

教員や保育士として教育現場に出る学生に対して

教授することになる。つまり「『人を育てる人』

を育てる」という使命がある。そこが他の分野と

は違った，この課程の特有の難しさであり魅力で

あるかもしれない。一方で，昨今のトピックスで

は，教育現場での問題や教員の過剰負担について

の話題も多くなっている。教育現場に出ない学生

でも，将来自分の子をもち，養育する立場になる

かもしれない。子どもにとっては絶対的な存在で

ある先生や親であっても，教育，子育てに関する

不安や悩みを抱えている人は多いと感じる。その

不安を少しでも解消し，負担感を軽減できるよう

に，研究分野・手法を問わず，研究教育人生をか

けて貢献していきたいと思う。取って付けたよう

な青臭い表現ではあるが，筆者の決意表明として

結びとしたい。
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